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　本
紙
に
館
長
が
執
筆
す
る
の
は
初
代
の

三
上
博
館
長
の
創
刊
号
以
来
の
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
今
回
は
平
成
五
年
十
一
月
に

開
館
し
ま
し
た
当
館
が
、
今
年
二
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
当
館
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
等

に
近
況
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
い
う
熱
い

気
持
か
ら
、
紙
面
を
譲
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　さ
て
、「
秋
田
県
公
文
書
館
条
例
」
に

は
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
そ

の
他
の
記
録
を
保
存
し
、
及
び
利
用
に
供

す
る
た
め
、
公
文
書
館
法
の
公
文
書
館
と

し
て
設
置
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
県

で
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
に
公
布
さ

れ
た
「
公
文
書
館
法
」
の
十
五
年
以
上
も

前
の
昭
和
四
十
五
年
か
ら
「
県
立
文
書
館

構
想
」
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
東
北
で

は
最
初
の
県
立
公
文
書
館
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
も
、
当
時
の
関
係
者
が
早
く
か

ら
公
文
書
館
設
置
の
重
要
性
を
強
く
認
識

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　昨
今
、
文
書
紛
失
や
震
災
で
の
資
料
流

失
に
よ
り
大
切
な
記
録
が
こ
の
世
か
ら
消

え
て
し
ま
い
、
慌
た
だ
し
い
現
代
社
会
の

中
で
、
今
ま
で
あ
ま
り
気
に
掛
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
貴
重

な
歴
史
的
資
料
の
存
在
意
義
が
、
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　当
館
で
は
県
か
ら
毎
年
度
引
き
継
ぐ
公

文
書
等
に
よ
り
、
今
で
は
明
治
四
年
の
廃

藩
置
県
か
ら
の
公
文
書
及
び
県
が
作
成
・

収
集
し
た
行
政
資
料
を
十
万
点
、
藩
政
時

代
の
古
文
書
・
古
絵
図
六
万
四
千
点
を
県

民
共
通
の
記
録
財
産
と
し
て
所
蔵
し
て
お

り
、
県
民
等
へ
の
閲
覧
・
利
用
は
も
と
よ
り
、

収
蔵
資
料
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
重
ね
、

資
料
の
翻
刻
刊
行
や
研
究
紀
要
・
目
録
の

発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

　当
館
が
最
近
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
新

し
い
取
り
組
み
は
、
県
内
外
他
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
所
蔵
資
料
の
利
用
拡
大
で
あ

り
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
に
は
公
益
法

人
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
、
全
国
の
公
的

機
関
の
中
で
当
館
と
初
め
て
共
同
開
催
し

た
「
公
開
講
座
in
秋
田
│
史
料
に
見
る
江

戸
時
代
の
森
林
」
で
は
、
秋
田
藩
の
計
画

的
林
政
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
年
度
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

が
、
こ
れ
も
全
国
の
公
的
機
関
の
中
で
当

館
と
初
め
て
連
携
す
る
「
秋
田
藩
家
蔵
文

書
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連

携
」
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
的
に
は

全
国
の
貴
重
な
歴
史
資
料
が
ど
こ
で
も
手

軽
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
公
文
書
館
講
座
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
一
層
の
発
展
を
期

し
て
、
二
十
五
年
度
か
ら
は
改
称
の
上
、

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
開
催
し

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
県
立
図
書
館
が
進
め

て
い
る
「
秋
田
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
事
業
に
参
加
し
、
近

く
県
六
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
横
断

的
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
当
館
単
独

で
の
画
期
的
な
事
業
と
し
て
は
、
所
蔵
す

る
江
戸
時
代
絵
図
の
中
か
ら
八
百
点
を
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
閲
覧
室
で
誰
で
も
モ
ニ
タ
ー
画
面
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
、
時
代
が
求

め
る
公
文
書
館
の
使
命
を
意
識
し
な
が
ら
、

志
を
高
く
持
っ
て
、
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　も
う
少
し
紙
面
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
当

館
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
余

裕
を
残
し
て
次
の
方
々
に
引
き
継
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
実
施
す
る
開

館
二
十
周
年
記
念
事
業
は
、
著
名
人
に
よ

る
「
記
念
講
演
」、
当
館
所
蔵
の
秋
田
県

指
定
有
形
文
化
財
を
一
堂
に
会
す
る
「
記

念
展
示
」
の
ほ
か
、
新
「
利
用
案
内
」
が

こ
の
三
月
に
開
館
以
来
初
め
て
の
本
格
版

と
し
て
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
で
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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公文書館閲覧室

翻刻本『宇都宮孟綱日記』各巻の収録年代

巻  数 収　録　年　代
第1巻　　天保12年（1841）6月～弘化2年（1845）5月

第2巻　　弘化2年（1845）5月～嘉永元年（1848）12月

第3巻　　嘉永2年（1849）1月～嘉永5年（1852）12月

第4巻　　嘉永6年（1853）1月～安政2年（1855）6月

第5巻　　安政2年（1855）8月～安政5年（1858）4月

第6巻　　安政5年（1858）5月～万延元年（1860）12月

第7巻　　万延2年（1861）1月～元治元年（1864）12月

第8巻　　元治2年（1865）1月～明治元年（1868）12月

　当
館
で
は
、
秋
田
藩
の
家
老
宇
都
宮
孟

綱
が
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
六
月
か

ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
ま
で

書
き
続
け
た
日
記
一
二
七
冊
に
つ
い
て
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』

と
し
て
翻
刻
本
の
刊
行
事
業
を
開
始
し
、

二
十
四
年
度
の
第
八
巻
刊
行
を
も
っ
て
全

巻
完
結
し
ま
し
た
。

　宇
都
宮
孟
綱
は
、
天
保
十
二
年
六
月
に

四
十
一
歳
で
家
老
に
就
任
し
ま
し
た
。
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
老
齢
な
が
ら

家
老
加
談
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
四
年
八
月
に

六
十
八
歳
で
任
を
解
か
れ
ま
し
た
。
日
記

は
、
孟
綱
が
家
老
に
就
任
す
る
前
日
の
天

保
十
二
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
書
き
始
め

ら
れ
、
明
治
元
年
十
二
月
二
十
九
日
で
筆

が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
二
十
八
年
間

に
わ
た
り
秋
田
藩
の
藩
政
を
担
当
し
た
現

職
家
老
の
御
用
日
記
と
い
う
資
料
的
性
格

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　『
秋
田
県
史
維
新
編
』（
一
九
六
一
年
）

を
執
筆
し
た
山
崎
真
一
郎
氏
は
、
は
し
が

き
で
「
佐
竹
藩
初
政
に
於
け
る
梅
津
政
景

日
記
に
比
肩
す
べ
き
幕
末
に
お
け
る
貴
重

な
資
料
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　翻
刻
本
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
各
巻
に

収
録
さ
れ
た
日
記
の
年
代
は
表
の
と
お
り

で
す
。
第
八
巻
は
慶
応
年
間
の
日
記
を
収

録
し
、
分
量
で
は
日
記
全
体
の
八
分
の
一

で
す
が
、
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
秋
田

藩
政
の
動
向
を
知
る
上
で
は
最
も
重
要
な

部
分
で
す
。
具
体
的
に
は
、
孟
綱
の
横
浜

異
人
館
と
イ
ギ
リ
ス
調
練
場
の
見
学
（
慶

応
元
年
五
月
）、
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂

の
薨
去
と
慶
喜
相
続
の
報
せ
（
慶
応
二
年

九
月
）、
幕
府
老
中
か
ら
届
い
た
大
政
奉

還
の
廻
状
（
慶
応
三
年
十
一
月
）、
河
辺

郡
椿
川
村
で
の
賊
軍
と
の
戦
闘
（
明
治
元

年
九
月
）
な
ど
の
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
二
巻
以
降
、

翻
刻
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ（
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ

Ｍ
）を
附
録
と
し
て
入
れ
ま
し
た
。
今
回

刊
行
の
第
八
巻
の
附
録
に
は
第
一
巻
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
も
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
翻

刻
本
全
巻
に
つ
い
て
デ
ー
タ
検
索
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
各
巻
と
も
五
千
円
で
頒

布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の
方
は
、

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　「
仙
北
郡
刈
和
野
一
圓
之
図
」
は
、

享
保
年
間
に
秋
田
藩
で
領
内
調
査
を

行
っ
た
際
に
作
製
さ
れ
た
多
数
の
絵

図
の
中
の
ひ
と
つ
で
す
。

　刈
和
野
に
は
渋
江
氏
と
組
下
給
人

や
足
軽
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。「
新

調
渋
江
氏
系
譜
」（
Ａ
Ｈ
二
八
八
・

二

－

二
五
）
に
よ
る
と
、
常
陸
国
で

佐
竹
義
宣
に
仕
え
て
い
た
渋
江
政
光

は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
義

宣
遷
封
後
は
久
保
田
城
下
町
の
経
営

に
あ
た
り
、
慶
長
十
三
年
に
刈
和
野

支
配
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
御
休
」（
御
本
陣
）
を
中
心
と
し

た
武
家
町
の
様
子
や
組
下
給
人
の
氏

名
等
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

蛇
行
す
る
雄
物
川
の
右
岸
か
ら
寺

院
・
町
人
町
・
足
軽
町
・
武
家
町
と

続
く
町
割
り
は
警
護
体
制
を
固
め
た

つ
く
り
で
す
。
ま
た
こ
の
絵
図
に
は

「
御
足
軽
脇
へ
う
つ
る
」「
田
と
な
る
」

「
此
所
川
欠
け
」
な
ど
多
く
の
貼
り

紙
が
あ
り
、
享
保
期
以
降
の
街
並
み

の
変
遷
が
わ
か
り
ま
す
。

　当
館
で
は
刈
和
野
の
ほ
か
に
大
館
、

檜
山
、
角
館
、
横
手
、
湯
沢
、
院
内

の
給
人
町
絵
図
を
所
蔵
し
て
お
り
、

こ
の
七
つ
の
絵
図
は
一
括
し
て
、
昭

和
六
十
三
年
に
秋
田
県
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
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し 
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え

翻
刻
本
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都
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孟
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日
記
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完
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林
政
史
研
究
所
が
、
全
国
の
公
的

機
関
の
中
で
当
館
と
初
め
て
共
同
開
催
し

た
「
公
開
講
座
in
秋
田
│
史
料
に
見
る
江

戸
時
代
の
森
林
」
で
は
、
秋
田
藩
の
計
画

的
林
政
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
年
度
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

が
、
こ
れ
も
全
国
の
公
的
機
関
の
中
で
当

館
と
初
め
て
連
携
す
る
「
秋
田
藩
家
蔵
文

書
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連

携
」
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
的
に
は

全
国
の
貴
重
な
歴
史
資
料
が
ど
こ
で
も
手

軽
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
公
文
書
館
講
座
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
一
層
の
発
展
を
期

し
て
、
二
十
五
年
度
か
ら
は
改
称
の
上
、

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
開
催
し

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
県
立
図
書
館
が
進
め

て
い
る
「
秋
田
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
事
業
に
参
加
し
、
近

く
県
六
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
横
断

的
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
当
館
単
独

で
の
画
期
的
な
事
業
と
し
て
は
、
所
蔵
す

る
江
戸
時
代
絵
図
の
中
か
ら
八
百
点
を
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
閲
覧
室
で
誰
で
も
モ
ニ
タ
ー
画
面
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
、
時
代
が
求

め
る
公
文
書
館
の
使
命
を
意
識
し
な
が
ら
、

志
を
高
く
持
っ
て
、
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　も
う
少
し
紙
面
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
当

館
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
余

裕
を
残
し
て
次
の
方
々
に
引
き
継
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
実
施
す
る
開

館
二
十
周
年
記
念
事
業
は
、
著
名
人
に
よ

る
「
記
念
講
演
」、
当
館
所
蔵
の
秋
田
県

指
定
有
形
文
化
財
を
一
堂
に
会
す
る
「
記

念
展
示
」
の
ほ
か
、
新
「
利
用
案
内
」
が

こ
の
三
月
に
開
館
以
来
初
め
て
の
本
格
版

と
し
て
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
で
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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開
館
二
十
周
年
に
向
け
て

館

　長

　
　中

　嶋

　辰

　治

館

　長

　
　中

　嶋

　辰

　治

公文書館閲覧室

翻刻本『宇都宮孟綱日記』各巻の収録年代

巻  数 収　録　年　代
第1巻　　天保12年（1841）6月～弘化2年（1845）5月

第2巻　　弘化2年（1845）5月～嘉永元年（1848）12月

第3巻　　嘉永2年（1849）1月～嘉永5年（1852）12月

第4巻　　嘉永6年（1853）1月～安政2年（1855）6月

第5巻　　安政2年（1855）8月～安政5年（1858）4月

第6巻　　安政5年（1858）5月～万延元年（1860）12月

第7巻　　万延2年（1861）1月～元治元年（1864）12月

第8巻　　元治2年（1865）1月～明治元年（1868）12月

　当
館
で
は
、
秋
田
藩
の
家
老
宇
都
宮
孟

綱
が
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
六
月
か

ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
ま
で

書
き
続
け
た
日
記
一
二
七
冊
に
つ
い
て
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』

と
し
て
翻
刻
本
の
刊
行
事
業
を
開
始
し
、

二
十
四
年
度
の
第
八
巻
刊
行
を
も
っ
て
全

巻
完
結
し
ま
し
た
。

　宇
都
宮
孟
綱
は
、
天
保
十
二
年
六
月
に

四
十
一
歳
で
家
老
に
就
任
し
ま
し
た
。
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
老
齢
な
が
ら

家
老
加
談
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
四
年
八
月
に

六
十
八
歳
で
任
を
解
か
れ
ま
し
た
。
日
記

は
、
孟
綱
が
家
老
に
就
任
す
る
前
日
の
天

保
十
二
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
書
き
始
め

ら
れ
、
明
治
元
年
十
二
月
二
十
九
日
で
筆

が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
二
十
八
年
間

に
わ
た
り
秋
田
藩
の
藩
政
を
担
当
し
た
現

職
家
老
の
御
用
日
記
と
い
う
資
料
的
性
格

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　『
秋
田
県
史
維
新
編
』（
一
九
六
一
年
）

を
執
筆
し
た
山
崎
真
一
郎
氏
は
、
は
し
が

き
で
「
佐
竹
藩
初
政
に
於
け
る
梅
津
政
景

日
記
に
比
肩
す
べ
き
幕
末
に
お
け
る
貴
重

な
資
料
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　翻
刻
本
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
各
巻
に

収
録
さ
れ
た
日
記
の
年
代
は
表
の
と
お
り

で
す
。
第
八
巻
は
慶
応
年
間
の
日
記
を
収

録
し
、
分
量
で
は
日
記
全
体
の
八
分
の
一

で
す
が
、
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
秋
田

藩
政
の
動
向
を
知
る
上
で
は
最
も
重
要
な

部
分
で
す
。
具
体
的
に
は
、
孟
綱
の
横
浜

異
人
館
と
イ
ギ
リ
ス
調
練
場
の
見
学
（
慶

応
元
年
五
月
）、
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂

の
薨
去
と
慶
喜
相
続
の
報
せ
（
慶
応
二
年

九
月
）、
幕
府
老
中
か
ら
届
い
た
大
政
奉

還
の
廻
状
（
慶
応
三
年
十
一
月
）、
河
辺

郡
椿
川
村
で
の
賊
軍
と
の
戦
闘
（
明
治
元

年
九
月
）
な
ど
の
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
二
巻
以
降
、

翻
刻
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ（
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ

Ｍ
）を
附
録
と
し
て
入
れ
ま
し
た
。
今
回

刊
行
の
第
八
巻
の
附
録
に
は
第
一
巻
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
も
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
翻

刻
本
全
巻
に
つ
い
て
デ
ー
タ
検
索
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
各
巻
と
も
五
千
円
で
頒

布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の
方
は
、

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

　「
仙
北
郡
刈
和
野
一
圓
之
図
」
は
、

享
保
年
間
に
秋
田
藩
で
領
内
調
査
を

行
っ
た
際
に
作
製
さ
れ
た
多
数
の
絵

図
の
中
の
ひ
と
つ
で
す
。

　刈
和
野
に
は
渋
江
氏
と
組
下
給
人

や
足
軽
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。「
新

調
渋
江
氏
系
譜
」（
Ａ
Ｈ
二
八
八
・

二

－

二
五
）
に
よ
る
と
、
常
陸
国
で

佐
竹
義
宣
に
仕
え
て
い
た
渋
江
政
光

は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
義

宣
遷
封
後
は
久
保
田
城
下
町
の
経
営

に
あ
た
り
、
慶
長
十
三
年
に
刈
和
野

支
配
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
御
休
」（
御
本
陣
）
を
中
心
と
し

た
武
家
町
の
様
子
や
組
下
給
人
の
氏

名
等
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

蛇
行
す
る
雄
物
川
の
右
岸
か
ら
寺

院
・
町
人
町
・
足
軽
町
・
武
家
町
と

続
く
町
割
り
は
警
護
体
制
を
固
め
た

つ
く
り
で
す
。
ま
た
こ
の
絵
図
に
は

「
御
足
軽
脇
へ
う
つ
る
」「
田
と
な
る
」

「
此
所
川
欠
け
」
な
ど
多
く
の
貼
り

紙
が
あ
り
、
享
保
期
以
降
の
街
並
み

の
変
遷
が
わ
か
り
ま
す
。

　当
館
で
は
刈
和
野
の
ほ
か
に
大
館
、

檜
山
、
角
館
、
横
手
、
湯
沢
、
院
内

の
給
人
町
絵
図
を
所
蔵
し
て
お
り
、

こ
の
七
つ
の
絵
図
は
一
括
し
て
、
昭

和
六
十
三
年
に
秋
田
県
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
解
説

し 

ぶ 

え

翻
刻
本
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
完
結



　今
年
度
の
企
画
展
で
は
、
当
館
が
所
蔵

す
る
近
世
の
絵
図
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　当
館
で
は
「
絵
図
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
化
事
業
」
と
し
て
、
所
蔵
す
る
絵
図
の

撮
影
と
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
に
取
り
組
み
、

今
年
度
か
ら
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
ど
な
た

に
も
手
軽
に
絵
図
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　当
企
画
展
は
そ
の
事
業
成
果
を
活
用
し

な
が
ら
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
絵
図
を

は
じ
め
皆
さ
ん
の
興
味
を
引
く
絵
図
を
多

数
紹
介
し
、
近
世
の
秋
田
を
概
観
し
ま
し

た
。　展

示
で
は
、
世
界
図
か
ら
日
本
図
・
国

絵
図
と
徐
々
に
範
囲
を
狭
め
な
が
ら
、
寺

内
旧
跡
（
秋
田
市
）・
田
沢
湖
・
鳥
海
山

な
ど
私
た
ち
の
よ
く
知
る
身
近
な
地
域
へ

と
導
く
よ
う
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
絵

図
の
撮
影
作
業
風
景
や
絵
図
モ
ニ
タ
ー
の

使
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　特
に
国
絵
図
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
き

す
ぎ
て
展
示
・
閲
覧
が
困
難
だ
っ
た
国
絵

図
三
つ
を
パ
ネ
ル
に
し
、
初
め
て
一
斉
に

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　企
画
展
は
、
当
館
所
蔵
資
料
を
紹
介
す

る
と
同
時
に
、
当
館
の
閲
覧
利
用
の
普
及

に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
が
、
企
画
展
を
ご

覧
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
が
二
階
閲
覧

室
の
絵
図
モ
ニ
タ
ー
の
閲
覧
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　今
年
度
の
「
公
文
書
館
講
座
」
は
古
文

書
解
読
コ
ー
ス
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス

の
二
本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。
古
文
書

解
読
コ
ー
ス
は
入
門
編
・
初
級
編
・
上
級

編
に
分
け
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
参
加
で
き

る
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　お
か
げ
さ
ま
で
、
古
文
書
解
読
コ
ー
ス

二
八
〇
名
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
六
〇

名
、
の
べ
三
四
〇
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
方
、
教
材

と
関
係
し
た
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
る
方

な
ど
、
参
加
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
各
回

と
も
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　来
年
度
は
新
た
な
試
み
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

アーカイブズコース 歴史資料や公文書館の諸活動に
興味・関心がある方を対象に実施

【上級編】古文書をある程度読める方、地域で活動している方などを対象に実施

古文書解読コース

実　　施　　日
第１回 ６／３０（土）　 第２回 ７／７（土）　 第３回 ７／１４（土）

実　　施　　日
第１回 ７／２１（土）　 第２回 ７／２８（土） 　第３回 ８／４（土）

はじめて古文書を学ぶ方を対象に３回連続で実施

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

９／７(金)

９／１４(金)

９／２１(金)

９／２８(金)

御廻米船於他領破損一件

宝暦銀札執行の波紋

江戸後期秋田藩の藩政改革（下）

久保田から江戸までの旅中日記（その二）

テ　　ー　　マ

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

１１／２ (金)

１１／９ (金)

１１／１６(金)

１１／２３(金)

戦前の県水産試験場のクニマス養殖

ついに完結！ 宇都宮孟綱日記

公文書館って何だろう？

絵図にみる近世秋田

テ　　ー　　マ

【初級編】

【入門編】

古文書の基礎知識や解読の初歩を学んだ方を対象に
３回連続で実施

平
成
二
十
四
年
度
　企
画
展
報
告

公
文
書
館
講
座

公
文
書
館
講
座

平
成
二
十
四
年
度
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「
絵
図
に
み
る
近
世
秋
田
」

「
絵
図
に
み
る
近
世
秋
田
」

　梅
津
政
景
（
一
五
八
一
〜
一
六
三
三
）
は
、

兄
憲
忠
と
共
に
秋
田
藩
初
期
を
支
え
た
名

家
老
で
あ
り
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）

か
ら
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
死
去
ま

で
の
二
十
二
年
間
、
全
二
十
五
册
の
日
記

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
梅
津
政
景
日
記
」（
Ａ
三
一
二

－

一
三

〇

－

一
〜
二
一
）
は
、
昭
和
二
十
七
年
に

原
蔵
者
か
ら
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
、
当
館
開
館
と
と
も
に
移
管
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
に
は
秋
田
県
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　翻
刻
は
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、『
大

日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店

刊
）
と
し
て
全
九
巻
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
藩
政
初

期
の
み
な
ら
ず
幕
藩
制
確
立

期
の
重
要
な
資
料
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
期

の
秋
田
藩
の
修
史
事
業
に
お

い
て
、
す
で
に
記
録
と
し
て

文
書
所
に
お
い
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
文
書
改
奉
行

で
あ
っ
た
岡
本
元
朝
の
日
記

か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　平
成
二
十
一
年
十
一
月
十

三
日
に
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
か
ら
、
同
所
内
の
整
理

の
際
に
発
見
さ
れ
た
と
し
て
、

梅
津
政
景
日
記
の
断
簡
と
思

え
る
一
丁
の
資
料
が
当
館
に
返
却
さ
れ
ま

し
た
。
梅
津
政
景
日
記
第
二
十
巻
巻
末
の

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
十
一
月
廿
一
日

（
承
前
）
か
ら
廿
四
日
ま
で
の
一
丁
分
と

思
わ
れ
る
も
の
で
し
た
。
但
し
廿
四
日
分

の
最
後
は
文
が
途
中
で
切
れ
て
い
て
、
さ

ら
に
続
き
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

政
景
日
記
の
断
簡
と
判
断
さ
れ
た
理
由
は
、

筆
跡
・
用
紙
の
大
き
さ
・
日
付
の
連
続
性

に
加
え
て
、
同
册
の
前
丁
ま
で
の
部
分
と

綴
じ
穴
の
位
置
が
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
で

す
。　『

大
日
本
古
記
録
』
で
は
十
一
月
廿
一

日
条
は
「
○
以
下
年
末
マ
デ
日
記
欠
ク
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
廿
一
日

の
つ
づ
き
と
廿
二
日
・
廿
三
日
・
廿
四
日

（
途
中
ま
で
）
の
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
断
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
廿
一
日
の
続
き
と
思

わ
れ
る
天
気
の
記
載
が
あ
り
、
廿
二
日
に

蠟
の
収
穫
の
記
事
、
廿
三
日
は
天
気
の
記

載
の
み
、
廿
四
日
は
左
兵
衛
様
（
多
賀
谷

宣
家
、
義
宣
弟
）
の
物
成
米
の
売
却
金
四

二
両
の
記
事
が
続
き
ま
す
。

　『
大
日
本
古
記
録
』「
梅
津
政
景
日
記
」

第
一
巻
の
例
言
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
付
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
所
蔵
者
の
梅
津
光
雅

氏
か
ら
原
本
を
借
用
し
て
昭
和
八
〜
九
年

に
史
料
編
纂
所
で
影
写
本
が
作
成
さ
れ
、

影
写
本
を
も
と
に
昭
和
二
十
八
年
か
ら
翻

刻
刊
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翻
刻
の
際
は

原
本
は
閲
覧
の
み
で
し
た
の
で
そ
の
時
で

は
な
く
、
影
写
本
は
綴
じ
を
は
ず
し
て
一

丁
ず
つ
重
ね
て
影
写
す
る
た
め
、
そ
の
段

階
で
一
丁
が
脱
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
枚
の
資
料
は
、
約

八
〇
年
の
時
を
経
て
、
再
び
四
〇
〇
年
前

に
は
一
册
で
あ
っ
た
日
記
の
原
本
の
元
へ

と
返
っ
て
き
た
の
で
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
整
理
で
発
見

さ
れ
た
断
簡
を
政
景
日
記
の
一
部
と
判
断

さ
れ
て
、
態
々
当
館
へ
返
却
し
て
い
た
だ

い
た
東
大
史
料
編
纂
所
の
関
係
の
先
生
方

へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
古
文
書
班

　佐
藤
隆
）

返
っ
て
き
た
一
枚
の
政
景
日
記

返
っ
て
き
た
一
枚
の
政
景
日
記

資
料
紹
介
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　今
年
度
の
企
画
展
で
は
、
当
館
が
所
蔵

す
る
近
世
の
絵
図
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　当
館
で
は
「
絵
図
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
化
事
業
」
と
し
て
、
所
蔵
す
る
絵
図
の

撮
影
と
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
に
取
り
組
み
、

今
年
度
か
ら
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
ど
な
た

に
も
手
軽
に
絵
図
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　当
企
画
展
は
そ
の
事
業
成
果
を
活
用
し

な
が
ら
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
絵
図
を

は
じ
め
皆
さ
ん
の
興
味
を
引
く
絵
図
を
多

数
紹
介
し
、
近
世
の
秋
田
を
概
観
し
ま
し

た
。　展

示
で
は
、
世
界
図
か
ら
日
本
図
・
国

絵
図
と
徐
々
に
範
囲
を
狭
め
な
が
ら
、
寺

内
旧
跡
（
秋
田
市
）・
田
沢
湖
・
鳥
海
山

な
ど
私
た
ち
の
よ
く
知
る
身
近
な
地
域
へ

と
導
く
よ
う
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
絵

図
の
撮
影
作
業
風
景
や
絵
図
モ
ニ
タ
ー
の

使
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　特
に
国
絵
図
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
き

す
ぎ
て
展
示
・
閲
覧
が
困
難
だ
っ
た
国
絵

図
三
つ
を
パ
ネ
ル
に
し
、
初
め
て
一
斉
に

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　企
画
展
は
、
当
館
所
蔵
資
料
を
紹
介
す

る
と
同
時
に
、
当
館
の
閲
覧
利
用
の
普
及

に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
が
、
企
画
展
を
ご

覧
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
が
二
階
閲
覧

室
の
絵
図
モ
ニ
タ
ー
の
閲
覧
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　今
年
度
の
「
公
文
書
館
講
座
」
は
古
文

書
解
読
コ
ー
ス
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス

の
二
本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。
古
文
書

解
読
コ
ー
ス
は
入
門
編
・
初
級
編
・
上
級

編
に
分
け
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
参
加
で
き

る
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　お
か
げ
さ
ま
で
、
古
文
書
解
読
コ
ー
ス

二
八
〇
名
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
六
〇

名
、
の
べ
三
四
〇
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
方
、
教
材

と
関
係
し
た
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
る
方

な
ど
、
参
加
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
各
回

と
も
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　来
年
度
は
新
た
な
試
み
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

アーカイブズコース 歴史資料や公文書館の諸活動に
興味・関心がある方を対象に実施

【上級編】古文書をある程度読める方、地域で活動している方などを対象に実施

古文書解読コース

実　　施　　日
第１回 ６／３０（土）　 第２回 ７／７（土）　 第３回 ７／１４（土）

実　　施　　日
第１回 ７／２１（土）　 第２回 ７／２８（土） 　第３回 ８／４（土）

はじめて古文書を学ぶ方を対象に３回連続で実施

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

９／７(金)

９／１４(金)

９／２１(金)

９／２８(金)

御廻米船於他領破損一件

宝暦銀札執行の波紋

江戸後期秋田藩の藩政改革（下）

久保田から江戸までの旅中日記（その二）

テ　　ー　　マ

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

１１／２ (金)

１１／９ (金)

１１／１６(金)

１１／２３(金)

戦前の県水産試験場のクニマス養殖

ついに完結！ 宇都宮孟綱日記

公文書館って何だろう？

絵図にみる近世秋田

テ　　ー　　マ

【初級編】

【入門編】

古文書の基礎知識や解読の初歩を学んだ方を対象に
３回連続で実施

平
成
二
十
四
年
度
　企
画
展
報
告

公
文
書
館
講
座

公
文
書
館
講
座

平
成
二
十
四
年
度

5

「
絵
図
に
み
る
近
世
秋
田
」

「
絵
図
に
み
る
近
世
秋
田
」

　梅
津
政
景
（
一
五
八
一
〜
一
六
三
三
）
は
、

兄
憲
忠
と
共
に
秋
田
藩
初
期
を
支
え
た
名

家
老
で
あ
り
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）

か
ら
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
死
去
ま

で
の
二
十
二
年
間
、
全
二
十
五
册
の
日
記

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
梅
津
政
景
日
記
」（
Ａ
三
一
二

－

一
三

〇

－

一
〜
二
一
）
は
、
昭
和
二
十
七
年
に

原
蔵
者
か
ら
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
、
当
館
開
館
と
と
も
に
移
管
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
に
は
秋
田
県
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　翻
刻
は
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、『
大

日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店

刊
）
と
し
て
全
九
巻
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
藩
政
初

期
の
み
な
ら
ず
幕
藩
制
確
立

期
の
重
要
な
資
料
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
期

の
秋
田
藩
の
修
史
事
業
に
お

い
て
、
す
で
に
記
録
と
し
て

文
書
所
に
お
い
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
文
書
改
奉
行

で
あ
っ
た
岡
本
元
朝
の
日
記

か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　平
成
二
十
一
年
十
一
月
十

三
日
に
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
か
ら
、
同
所
内
の
整
理

の
際
に
発
見
さ
れ
た
と
し
て
、

梅
津
政
景
日
記
の
断
簡
と
思

え
る
一
丁
の
資
料
が
当
館
に
返
却
さ
れ
ま

し
た
。
梅
津
政
景
日
記
第
二
十
巻
巻
末
の

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
十
一
月
廿
一
日

（
承
前
）
か
ら
廿
四
日
ま
で
の
一
丁
分
と

思
わ
れ
る
も
の
で
し
た
。
但
し
廿
四
日
分

の
最
後
は
文
が
途
中
で
切
れ
て
い
て
、
さ

ら
に
続
き
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

政
景
日
記
の
断
簡
と
判
断
さ
れ
た
理
由
は
、

筆
跡
・
用
紙
の
大
き
さ
・
日
付
の
連
続
性

に
加
え
て
、
同
册
の
前
丁
ま
で
の
部
分
と

綴
じ
穴
の
位
置
が
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
で

す
。　『

大
日
本
古
記
録
』
で
は
十
一
月
廿
一

日
条
は
「
○
以
下
年
末
マ
デ
日
記
欠
ク
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
廿
一
日

の
つ
づ
き
と
廿
二
日
・
廿
三
日
・
廿
四
日

（
途
中
ま
で
）
の
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
断
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
廿
一
日
の
続
き
と
思

わ
れ
る
天
気
の
記
載
が
あ
り
、
廿
二
日
に

蠟
の
収
穫
の
記
事
、
廿
三
日
は
天
気
の
記

載
の
み
、
廿
四
日
は
左
兵
衛
様
（
多
賀
谷

宣
家
、
義
宣
弟
）
の
物
成
米
の
売
却
金
四

二
両
の
記
事
が
続
き
ま
す
。

　『
大
日
本
古
記
録
』「
梅
津
政
景
日
記
」

第
一
巻
の
例
言
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
付
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
所
蔵
者
の
梅
津
光
雅

氏
か
ら
原
本
を
借
用
し
て
昭
和
八
〜
九
年

に
史
料
編
纂
所
で
影
写
本
が
作
成
さ
れ
、

影
写
本
を
も
と
に
昭
和
二
十
八
年
か
ら
翻

刻
刊
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翻
刻
の
際
は

原
本
は
閲
覧
の
み
で
し
た
の
で
そ
の
時
で

は
な
く
、
影
写
本
は
綴
じ
を
は
ず
し
て
一

丁
ず
つ
重
ね
て
影
写
す
る
た
め
、
そ
の
段

階
で
一
丁
が
脱
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
枚
の
資
料
は
、
約

八
〇
年
の
時
を
経
て
、
再
び
四
〇
〇
年
前

に
は
一
册
で
あ
っ
た
日
記
の
原
本
の
元
へ

と
返
っ
て
き
た
の
で
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
整
理
で
発
見

さ
れ
た
断
簡
を
政
景
日
記
の
一
部
と
判
断

さ
れ
て
、
態
々
当
館
へ
返
却
し
て
い
た
だ

い
た
東
大
史
料
編
纂
所
の
関
係
の
先
生
方

へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
古
文
書
班

　佐
藤
隆
）

返
っ
て
き
た
一
枚
の
政
景
日
記

返
っ
て
き
た
一
枚
の
政
景
日
記

資
料
紹
介
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　県
の
各
部
課
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。

　前
年
度
知
事
部
局
か
ら
引
渡
し
を
受
け

た
件
数
は
約
五
千
五
百
件
（
約
九
千
六
百

冊
）
で
す
。

　こ
れ
ら
は
、
毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り

評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ

き
県
政
資
料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等

に
備
え
、
当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た
公

文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の
公

開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼
に

点
検
し
、
作
成
原
課
所
と
の
協
議
を
経
て
、

目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な
ど
公

開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
公
開
対
象
と
し
た
公
文
書
の
内
訳

は
左
表
の
と
お
り
で
、
合
計
九
百
九
十
一

件
で
す
。
ど
な
た
で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲

覧
請
求
の
上
、
原
本
を
（
非
公
開
情
報
は

被
覆
の
上
）
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　今
年
度
は
八
月
二
十
六
日
（
日
）
と
十

一
月
三
日
（
土
）
に
、
当
館
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、「
県
政
映
画
上
映
会
〜
懐

か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
上
映
会
は
、
ふ
だ
ん
は
閲
覧
室
ビ

デ
オ
ル
ー
ム
で
公
開
し
て
い
る
県
政
映
画

を
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
し
て
大
勢
の

方
々
で
ご
鑑
賞
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
旨

で
始
ま
り
、
今
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　八
月
の
上
映
会
で
は
、
直
前
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

ち
な
み
、「
秋
田
と
ス
ポ
ー
ツ
」
に
関
す

る
映
画
を
中
心
に
上
映
し
ま
し
た
。
厳
し

い
残
暑
の
中
、
午
前
午
後
合
わ
せ
て
八
十

七
名
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
メ
ル
ボ
ル
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

能
代
市
出
身
の
体
操
選
手
、
小
野
喬
さ
ん

が
本
県
に
凱
旋
す
る
「
小
野
選
手
晴
れ
の

郷
土
入
り
」
が
最
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　文
化
の
日
は
た
い
へ
ん
肌
寒
く
あ
い
に

く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
五
十
八
名
の

方
々
が
各
種
産
業
か
ら
生
活
・
文
化
ま
で

多
岐
に
渡
る
内
容
の
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
日
の
上
映
会
で
は
、
海
外
移
住
、

鉄
道
建
設
、
集
団
就
職
、
県
庁
舎
建
設
な

ど
の
話
題
に
関
心
が
集
ま
っ
た
よ
う
で

す
。　「

こ
れ
か
ら
の
秋
田
を
考
え
る
上
で
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
先
人
達
の
苦
労

が
現
代
に
あ
る
と
感
じ
た
」「
秋
田
の
昔

を
知
る
こ
と
は
、
秋
田
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
上
で
重
要
だ
」…

。
寄
せ
ら
れ
た
多

く
の
声
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
歴
史
資
料

を
後
世
に
伝
え
る
公
文
書
館
の
責
務
に
つ

い
て
改
め
て
再
確
認
し
た
次
第
で
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
繰
り
返

し
来
場
さ
れ
て
い
る
方
の
割
合
は
、
昨
年

度
八
月
が
十
九
％
、
昨
年
度
文
化
の
日
と

今
年
度
八
月
が
三
十
％
、
今
年
度
文
化
の

日
が
二
十
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
当
館
で

所
蔵
す
る
県
政
映
画
の
普
及
行
事
と
し
て

定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　来
年
度
も
県
の
記
念
日
（
八
月
二
十
九

日
）
と
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
二
回
開
催

す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

８月２６日（日） 上映「小野選手晴れの郷土入り」より

公
文
書
の
引
渡
し・

　
　
　公
開
状
況

〜
懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜

〜
懐
か
し
き
昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜

県
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　市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

の
情
報
交
換
を
通
じ
て
問
題
意
識
を
共
有

し
、
公
文
書
・
歴
史
資
料
の
保
存
と
利
用

に
つ
い
て
取
り
組
み
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度

は
十
一
月
二
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　基
調
講
演
に
は
、
青
森
県
環
境
生
活
部

県
民
生
活
文
化
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ

主
査
の
石
塚
雄
士
主
査
か
ら
「
青
森
県
の

歴
史
資
料
所
在
調
査
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た

　青
森
県
の
調
査
は
直
接
に
は
県
史
編
さ

ん
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
が
、
歴
史
資

料
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
資
料
の
散
逸
等
が
防
が
れ
る
、
分
類
・

整
理
が
な
さ
れ
て
そ
の
後
の
研
究
に
役
立

つ
、
保
管
状
況
が
改
善
さ
れ
る
な
ど
、
様
々

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
長
年
こ
の
調

査
に
携
わ
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
調
査

の
実
際
の
流
れ
や
課
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　資
料
所
在
調
査
に
よ
っ
て
管
内
の
歴
史

資
料
の
亡
失
・
毀
損
に
備
え
る
こ
と
は
各

参
加
者
に
も
強
い
共
感
を
与
え
た
よ
う
で

し
た
。
講
演
の
詳
細
は
当
館
の
「
研
究
紀

要
」
第
十
九
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　会
議
の
後
半
で
は
、
秋
田
市
か
ら
公
文

書
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
や
年
度
内
の
公
布
を
見
据
え
て

の
作
業
状
況
、
条
例
案
の
概
要
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
仙
市

か
ら
公
文
書
館
機
能
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に

つ
い
て
、
美
郷
町
か
ら
学
友
館
の
史
料
収

蔵
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
事
例
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
館
か
ら
「
秋
田
県
歴
史
資
料

調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
貴
重
な
歴
史
資
料
の
保
存

方
策
な
ど
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
各
市

町
村
の
実
態
な
ど
の
把
握
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
今
後
市
町
村
関
係
者
と
密
接

な
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　今
後
も
当
館
で
は
、
各
市
町
村
を
は
じ

め
関
係
方
面
と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
公

文
書
・
歴
史
資
料
保
存
の
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

６９２件
（1,421冊）

５，４６２件
（9,599冊）

理
由

内

　
　訳

平成２４年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （ ※ ２ ）

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （ ※ １ ）

新規公開の候補とした公文書 1,344件

991件

353件

341件

12件

12.7％

２６５件
（317冊）

３３７件
（417冊）

78.6％

知 事 部 局
（平成２３年度分）

各行政委員会
（平成２２年度分）

平
成
二
十
四
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議
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　県
の
各
部
課
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
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な
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さ
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公
文
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れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
貴
重
な
歴
史
資
料
の
保
存

方
策
な
ど
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
各
市

町
村
の
実
態
な
ど
の
把
握
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
今
後
市
町
村
関
係
者
と
密
接

な
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　今
後
も
当
館
で
は
、
各
市
町
村
を
は
じ

め
関
係
方
面
と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
公

文
書
・
歴
史
資
料
保
存
の
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

６９２件
（1,421冊）

５，４６２件
（9,599冊）

理
由

内

　
　訳

平成２４年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （ ※ ２ ）

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （ ※ １ ）

新規公開の候補とした公文書 1,344件

991件

353件

341件

12件

12.7％

２６５件
（317冊）

３３７件
（417冊）

78.6％

知 事 部 局
（平成２３年度分）

各行政委員会
（平成２２年度分）

平
成
二
十
四
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議
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　当
館
は
平
成
五
年
十
一
月
二
日
に
開
館

し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
度
に
は
二
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
二
十
五
年
度

に
は
通
常
の
行
事
計
画
に
加
え
て
、
下
記

の
開
館
二
十
周
年
記
念
行
事
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ま
ず
、
八
月
と
九
月
、
十
月

と
十
一
月
に
は
、
館
蔵
資
料
の
中
か
ら
県

指
定
有
形
文
化
財
を
中
心
に
、
そ
の
見
ど

こ
ろ
を
紹
介
す
る
記
念
展
示
を
開
催
し
ま

す
。
次
に
、
十
一
月
一
日
に
は
、
秋
田
の

歴
史
研
究
の
泰
斗
新
野
直
吉
氏
を
講
師
に

迎
え
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
平
成
二
十
三
年
度
に
続
い

て
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
徳
川
林
政

史
研
究
所
の
公
開
講
座
を
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
事
業
で
行
う
予
定
で
す
。

　そ
の
他
の
行
事
計
画
で
は
、
公
文
書
館

講
座
の
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
を
平
成
二
十

五
年
度
か
ら
「
古
文
書
解
読
講
座
」
に
改

称
し
、
入
門
・
初
級
・
上
級
編
を
そ
れ
ぞ

れ
「
初
級
・
中
級
・
上
級
編
」
に
改
称
し
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
を
「
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
講
座
」
に
改
称
し
、
二
十
五
年
度
は
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
て
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
と
い
う
形
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。

◆
開
館
二
十
周
年
記
念
講
演

　
11
月
１
日
（
金
）

　講
師

　新
野
直
吉
氏

（
県
立
博
物
館
名
誉
館
長
）

　
　於：

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
開
館
二
十
周
年
記
念
展
示

　「
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵

　
　

 

　
　
　指
定
文
化
財
展
（
仮
題
）」

　前
期

　８
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　〜
９
月
23
日
（
月
）

　後
期

　10
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　〜
11
月
30
日
（
土
）

　
　於：

公
文
書
館
二
階
特
別
展
示
室

◆
徳
川
林
政
史
研
究
所
公
開
講
座
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

in
秋
田
　
　
２

　
10
月
12
日
（
土
）

　
　於：

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
公
文
書
館
講
座

　古
文
書
解
読
講
座
・
初
級
編

　
　６
／
29
・
７
／
６
・
７
／
13

（
す
べ
て
土
曜
日
）

　古
文
書
解
読
講
座
・
中
級
編

　
　７
／
20 

・
７
／
27 

・
８
／
３

（
す
べ
て
土
曜
日
）

　古
文
書
解
読
講
座
・
上
級
編

　
　９
／
６
・
９
／
13 

・
９
／
27
・

　
　10
／
４ 

　
　
　

  

（
す
べ
て
金
曜
日
）

　
　
　於：

公
文
書
館
三
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　多
目
的
ホ
ー
ル

　ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　
　10
／
17
・
10
／
24
・
11
／
７
・

　
　11
／
14
（
す
べ
て
木
曜
日
）

　
　
　於：

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
県
政
映
画
上
映
会

　第
一
回

　８
月
25
日
（
日
）

　第
二
回

　11
月
10
日
（
日
）

　
　於：

公
文
書
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
古
文
書
相
談
日

　毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

　
　午
後
一
時
〜
四
時

　
　於：

公
文
書
館
二
階
特
別
閲
覧
室
１

　
　（
た
だ
し
８
月
13
日
、
12
月
24
日
、

　

　
　

  

２
月
11
日
は
除
く
）

こ
の
印
刷
物
は
二
、〇
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
五・八
三
円
で
す
。

◆
開
館
時
間（
平
成
25
年
度
）

　
平
日
、
土
日
・
祝
日
と
も

　
　
　
10
時
〜
18
時
（
通
年
）

◆
休
館
日（
平
成
25
年
度
）

　
　
４
／
１
・
５
／
１
・
６
／
３

　
　
７
／
１
・
８
／
１
・
９
／
２

　
　
10
／
１
・
11
／
１
・
２
／
３

　
　
３
／
３

　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
）

　
特
別
整
理
期
間
（
5
月
20
日
〜
26
日
）

　
　
　
　
　
　
　  （
12
月
１
日
〜
７
日
）

周辺案内図
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館
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●
生
涯
学
習
セ
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児
童
会
館

●
秋
田
市
文
化
会
館

秋
田
県

公
文
書
館

●
秋
田
県
庁

●
秋
田
銀
行
本
店

●
北
都
銀
行

　本
店

国
道
７
号
線

Ｊ
Ａ（
農
協
）ビ
ル
●

広小路

中央通り

秋田中央道路
旭北出入口

山王大通り←秋田南バイパスへ

P❶

P❷

利
用
案
内

公
文
書
館

お
知
ら
せ

◆「
秋
田
県
公
文
書
館
研
究
紀
要
」

　
第
十
九
号
を
三
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

◆
新
「
利
用
案
内
」
を
三
月
に
発
行
し
ま

　
し
た
。

vol.

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　|
開
館
二
十
周
年
記
念
行
事
ほ
か
|

平
成
二
十
五
年
度


